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する事。

＜連絡事項＞

· 2階浴室について

　　　２階の浴室は、西病棟の患者様も使用します。南病棟の入浴後シャンプー等をそ

　　　のままおいていると、患者様による誤飲や紛失などが起こる可能性もあります。南病棟の患者様のシャンプーなどは、入浴後Ｄユニット詰所奥に片付け、必ず施錠し管理していくようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 大久保まつゑ様～排便困難さ見られることから、下剤　1包　1×寝る前で本日夕よ

　　　　　　　　　り5日分臨時処方となっています。水分補給をこまめに行い、排便

　　　　　　　　　状況・腸蠕動運動の観察・食事摂取量を観察していきましょう。

· 他の患者様に関しても腸閉塞等にならないよう、毎日排便状況を観察し、スタッフ間で情報共有し迅速に対応して行きましょう。

【勉強会】

· 糖尿病について

糖尿病とは…血液中のブドウ糖が異常に増えて、全身の臓器に障害を起こす病気。

　　　　　　膵臓から分泌されるインスリンの働きにより一定の範囲内で調整される血糖が、インスリンの不足により血糖値が異常に高くなり、基準数値を超え、「糖尿病」と診断される。

　　　　　　壊疽、肝機能破壊、失明の三大合併症を起こす危険性がある。

　　　　　　　　食事をすると、高血糖となる為、食前にインスリン注射、内服薬を服用し、生活している。

　　“低血糖症状をおこしてしまったら？”

　　低血糖の症状…空腹感を覚え、生あくびが出たり、発汗、手足のふるえ、めま

　　　　　　　　　い、疲労感、ろれつがまわらないなどの症状が出てくる。

　　　　　　　　　痙攣が起こり、意識障害を引き起こす事もある。

　　　　　　　　　　↓そうなる前に！

　　　早急に、状態の変化に気付き、対応する。

1 血糖を測定し、意識を確認

2 食べられる状態であれば、砂糖を食べさせる。　→一時的な対応。

3 糖を体内で、持続的に維持する為に、体内で、当に変わる炭水化物を摂取してもらうこと。

· 何よりも、患者様の異変にすぐに気付き、迅速に、的確に対応する事が大事

・症状別緊急時の対応について

　≪顔面だけが蒼白になった≫

· 脳への一時的な血流不足が原因と考えられ、脳貧血が疑われる・

1 顔から血の気がなくなっている状態を発見

↓　＃応援を呼ぶ

2 呼びかけて反応あるか？（意識障害の程度を確認）

3 呼吸はどうか？

※無い場合、おかしい時は、気道確保し、心配蘇生法開始！すぐに救急受診！

4 普通に呼吸が確認出来たら、楽な姿勢で寝かせる（回復体位が望ましい）

5 出来るだけ早急に病院受診をする事。

· 脳貧血は、殆どが一過性のため、しばらく横になっていれば回復します。しかし、回復の無い場合、早急な受診が必要となります。

　『受診時、医師に伝える事』

1 尿、便失禁の有無

2 痙攣の有無

3 怪我、外傷の有無

4 意識消失の時間

　

　“やってはいけないこと”

1 座らせたままにしない

脳への血流が悪くなり、転倒、失神の危険性がある為

2 様子を見ているだけではいけない

脳への血流を改善し、意識を回復させないと命に関わります。早急に対応する事が大切です。

　　≪唇が紫色になっている≫

　　　・高齢者のチアノーゼは、早急な対応が必要です・

1 急にチアノーゼが出てきた

＃応援を呼ぶ

2 呼びかけて反応あるか？

（意識障害の確認）

3 呼吸はどうか？

※　無い場合、おかしい場合は、心配蘇生法開始！救急受診する！

その間、体を毛布などで保温する。

4 どこにチアノーゼが見られたか確認

ⅰ　皮膚、唇、舌が青い、尿の減少、浮腫が確認された場合、体を毛布などで保温し、救急受診する

ⅱ　手足の指先、爪が青い場合、手足を心臓に向ってマッサージする。

　　その間、体を毛布などで保温する。

　　　　※チアノーゼは、血液中の酸素濃度が低くなったり、血流不足によって起こる。

高齢者は、肺や心臓の病気、誤燕による窒息、寒さによる手足の血行障害な

どが原因と考えられる。

　　　“チアノーゼでやってはいけないこと”

1 体を冷やさない

体を冷やしてしまう事で、チアノーゼが悪化しします

2 自己判断で酸素吸入をしてはいけない

気管支喘息では呼吸停止、意識障害が起こる可能性がある

普段から、どのようなことを観察し、どのような行動をしていけばよいかをイメージし業務にあたりましょう。「おかしいな。」と気付いたら、小さなことでも情報共有していきましょう。

緊急時、看護スタッフ中心とし、介護スタッフも物品をもってきてもらう等行動してもらいますので、救急カートに何が入っているのか確認しておきましょう。







